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MUFG系サービサー、相談増で再生支援本格化　回収受託
のシェアは37％
2025.08.18 04:40 無料会員

貸出・ローン 事業再生支援      

「当社の強みは〝任せて安心〟と思ってもらえるところ」と話す酒井社長（7月23日、本社）

三菱UFJフィナンシャル・グループ(MUFG)傘下のサービサー、エム・ユー・フロンティア債権回収は、

トップシェアを誇る債権の管理回収受託に加え、買い取りや事業再生支援を本格化する。長期伴走しながら

の支援スタイルが特徴の事業再生への取り組みを強化。現在10人編成の再生専担チームを増員する計画だ。

地域金融機関からの委託を受けた無担保ローンや住宅ローンといったリテール債権の管理回収が同社の主

力業務。初期延滞の管理・催促から償却処理までを担うもので、2024年の取扱額は4兆2000億円。サービ

サー業界で圧倒的シェアの37%を誇る。委託者は約60機関あり、銀行界からの受託は三菱UFJ銀行、三菱

UFJ信託銀行をはじめ、伊予銀行、中国銀行、紀陽銀行など約20行。

こうしたリテール債権の管理回収受託だけでなく、6月19日付で就任した酒井智浩新社長は「MUFG各社

の知見を生かしながら、買い取った後の長期伴走が特徴である事業再生支援に注力する」方針を示す。地方

銀行が課題とする「地域経済、産業の活性化に向けて、しっかりと支えていく」考えだ。足元でも、地銀か

ら寄せられる事業再生に関する相談は増えているという。

近年、銀行界は営業店人員の削減に加え、複数借り入れの一本化や非対面型、口座開設不要といった高リ

スクのローン商品をラインアップするケースが増加。地銀の間で管理・回収コストを軽減するために外部委

託するニーズは高まっている。「回収や買い取り、再生支援などを通じて、地銀のトップライン向上に黒子

として役立てれば」(酒井社長)との思いが強い。

管理回収業務における債務者への連絡(催促)方法は多様化しており、SMS(ショートメール)やIVR(ロボッ

トコール)などを活用。千件単位の債務者に自動発信し、つながった先に対してだけオペレーターが対応する

IVRは管理・催促の効率化に大きく寄与している。

おすすめ

佐賀銀、採用難・早期離職を解消へ　人
材育成サポート

信金界、中小企業のニーズに沿った脱炭
素支援を模索　コスト削減が切り口

【ニッキン70周年企画（最終回）】池田
泉州HDの01銀行、「求められる銀行」
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金融機関との協働も選択肢　久米・
SOMPOひまわり生命社長

万博でのぞこう、金融の未来。
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三井住友信託銀本店営業部、ウェブ
活用し面談数2.6倍　場所や時間超
え接点
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阿波銀、〝野村流〟で若手育成　営
業力強化へ密着指導

2

地域銀、言及増える営業人材　人的
資本の情報開示で

3

中企庁、事業再生で”集約化”　中小
の経営力を強化

4

めぶきFG、女性社外取締役が提言へ　
DEI巡り意見集約

5

経産省、多様な人材活躍後押し　金
融機関はけん引役

6

地銀協・第二地銀協、口振納付手数
料引き上げ　国税庁と水面下で協議
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や奨励金充実
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日本生命、アジャイル開発本格化　
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9

TKC全国会、迅速融資へ新スキーム　
日本公庫と連携
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行政・政策 大手行等 地銀・第二地銀 信金・信組等 証券・保険 ノンバンク・企業 働き方・学び 社会・文化 営業店 特集

紙面ビューアー デジタル 社説・コラム オピニオン 人事異動 話題のキーワード セミナー・イベント
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